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１．はじめに 

 

 国際学会での研究発表のために訪れたブータンでは、現在でも自然への信仰が生活の中に

息吹いていた。自然への信仰、特に聖なる山とその保護地域制度について、私が研究対象と

して関わってきた世界と日本の事例を紹介し、今後の山岳地の自然保護について参加者の皆

様とご一緒に考えてみたい。 

 

２．保護地域の誕生と自然の聖地 

 

 国立公園などのような近代的な保護地域制度の設立よりもはるか以前から、実質的に自然

を保護する仕組みや習わしは、日本のみならず世界に多数存在してきた。そのひとつに、自

然の精霊や先祖、あるいは土地や水の保全に関連した自然の聖地がある。アジアヤアフリカ

においては、村落共同体の聖地あるいは禁忌の場所として存在してきた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．世界遺産と自然の聖地 

 
 古くから地元において信仰対象となってきた

山岳地が世界遺産（文化遺産または自然遺産）に

登録されている例も多い。このなかには、トンガ

リロ山（トンガリロ囲立公園）（ニュージーラン

ド）、ウルル＝カタ・ジュタ国立公園（オースト

ラリア）、峨眉山（中国）などのように、文化遺

産と自然遺産の両方の登録基準を有する複合遺

産として登録されているものも少なくない。 

 

  



 

 

４．インドネシアの聖山 

 
 熱帯林に覆われたインドネシアは、古くからアニミズ

ムが発達してきたが、時代とともに仏教やヒンズー教が

伝播・普及してきた。その後のイスラム教伝来にもかか

わらず、現代でも山岳地帯、特に火山は信仰の対象とな

り、聖地として崇められている。ロンボック島の先住民

サッサク族から崇められてきたリンジャニ山とジャワ

島のブロモ山を紹介する。 
 
５．植物名と山岳信仰地 

 
 植物の和名にも山地名が付されたものが多い。植物和

名の接頭辞を分類してみると、動植物名、地名、色彩、

物品、大小などの形容詞、数字などとともに、山地・山

岳名を冠した植物も多い。山地・山岳名に関する接頭辞

は 65 分類で、植物種数の多いものをあげると、イブキ

（伊吹山）（22 種）、フジ（富士山）（19 種）、ハクサン

（白山）（18 種）などとなる。これらの山岳名のうち、

96.9％が国立公園などの保護地域に指定されており、そ

の多くは古来の山岳信仰の対象地でもあった。 
 
６．富士山世界文化遺産 

 
 2013 年 6 月には、富士山が「富士山 ―信仰の対象と

芸術の源泉」として世界文化遺産に登録された。縄文時代

には既に富士山を遥拝していたと考えられる遺跡も発見

されている。静岡県学術委員会委員として富士山の世界遺

産登録に関わってきた立場から、聖なる山としての富士山

と世界遺産登録について紹介する。 
 
７．おわりに ―現代の聖山と自然保護 

 
 我が国における登山は、生活や信仰との関わりとしての

登山から、近代のスポーツ・レクリエーション登山へと変

遷してきた。私が全国組織の会長を務めている“巨樹”も、

信仰の対象を含め、人々の生活との深い関わりの中で保存

されてきた。一方で現代では、落ち葉問題などから、保存

にさえ反対する動きもある。聖なる山の自然保護のために、

現代流の登拝と遥拝など、聖なる山の新たな価値と役割を

考えてみたい。 
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